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既往歴：昭和 55 年、子宮筋腫。平成 10 年、気管支喘







初診時身体所見：身長 142 cm、体重 58.1 kg、体温












室蘭病医誌（第 42 巻 第⚑号 平成 29 年⚙月)
厚壁内にはパワードプラ法で血流が確認された。

























10.0 cm、充実部は径 4.8 cm×3.0 cm であった。組織
学的に線維血管軸を有した乳頭状、腺管状の増生を認め、
p63、CD10、SMA の免疫染色で上皮の二相性が確認さ














































定が有用であり11)、嚢胞内液中 CEA濃度 100 ng/mL 未
満を良性、100 ng/mL 以上を悪性とすると、感度 70％、
特異度 96.8％、精度 95.4％との報告がある7)。
嚢胞内腫瘍の良悪性を予測する因子として患者の年齢
は重要で12)、年齢 60 歳以上では 81％が癌であったと報
告されている13)。平均年齢は嚢胞内乳頭腫で 40.7±









a：STIR 像 b：T1 脂肪抑制像
図⚖ 摘出標本






本症例は細胞診陰性、嚢胞内液中 CEA濃度は cut off
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